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Ⅰ．総論 

2019 年度事業総括 

2019 年度は、川崎営業所（R 百合ヶ丘）の運営の立て直しが喫緊の課題でし

たが、低迷の要因であった人材の確保・定着が図られてきたことに伴い徐々

に入居稼働率を上げることができました。 

2020 年１月からは、念願であった４番街をオープン、ショートステイ事業を

開始することができました。しかし、その直後の新型コロナウィルス感染症

の発生、拡大、それに続く緊急事態宣言、等々の影響を受け年間稼働率 86.7％

に留まり目標であった９５％以上の稼働率を達成できませんでした。 

しかし、職員のポテンシャルも高いことから早期の稼働率アップと維持を目

指していきます。 

 

特筆すべき事としては、2019 年 9 月 16 日に福田紀彦川崎市長、他幹部職員

ご一行様が敬老訪問に来られ、入居者始め佐原理事長に親しくご挨拶と労い

いを頂戴いたしました。また、10 月には、西塔の越自治会の“創立 50 周年

記念行事”の会場として、当施設を利用されたのを始めとして、他団体も会

合、イベント等で施設を使用する事が増えている事は、地域の社会資源とし

ての認識が深まり活用されている事の“証”と考えています。 

 

横浜事業所（Ｒ常盤台）については、年間稼働率 入居事業・短期入所事業 

合わせ、94.6％で昨年度の 91.1％よりは上回っていますが、2019 年度目標で

あった 95％を達成することができませんでした。この要因の分析の詳細は後

述いたしますが、看取りや医療的依存度の高いご利用者やご家族のニーズに

応えることのマイナスの影響が表れていることが挙げられます。 

先を見越した積極的な取り組みのため組織的な連携が大きな課題といえます。 

  

横浜事業所に関しては、橋本文伸会長を始めとする常盤台北部自治会の皆様、

川崎事業所については、山中照三本部長を始め西塔の越自治会の皆様から、

有形無形のご支援をいただきました事に感謝を申し上げます。 

 

 施設サービスの細かな分野については以降の項目で報告いたします。 

2019 年度事業計画に基づいた運営等は厳しい中にも明るい兆しが見えた年度

でしたが、年度末には新型コロナウイルス感染症の襲来という試練が飛び込

んできました。“罹らない”“持ち込まない”“拡げない”を合言葉に法人一体

として防御に努めてまいりたいと思っています。 
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１． 財務 

（1）入居稼働率の状況 

年度当初から入居稼働率の向上を目標とし、施設長を中心に各部署が協力体制

を組み、課題の解決に取り組んできた。その結果、稼働率は徐々に上昇し、今

年度末には 88.5％となり、年間の入居稼働率においては 86.7％であった。 

今年度中のベッド稼働率 100％に至らなかった要因としては“介護職員の確保

の厳しい状況”と 2020 年 2 月頃より新型コロナウィルス感染症拡大に伴う緊

急事態宣言の発出による入所アプローチに影響したことが挙げられる。 

 

（2）適切な人事考課制度の運用 

及び 介護職員処遇改善加算制度に伴う賃金体系の確立 

育明会人事考課制度に基づき、適切な人事考課を行い、評価に応じた定期昇給

と賃金のベースアップも実施することができた。 

さらに介護職員については、介護職員処遇改善加算Ⅰの算定により、介護職員

処遇改善交付金の一部を本俸化するとともに今年度より特定処遇改善加算を

算定し、介護職員以外の職員も含めて適切に支給した。 

客観性、透明性を担保した賃金体系の確立は、職員にとって働きがいのある職

場環境つくりに繋がっている。 

 

（3）法人事業計画に基づく財務諸表の健全化 

貸借対照表や収支計算書及び監事監査意見書等の公表は、事業所単位としては

初めてとなるが、何人も閲覧できるようホームページで公表した。 

 

（4）調理業務の直営化 

 2020 年 1 月より、より質の高いサービスを目指して、調理業務を業者委託方

式から直営方式に転換した。それに伴い栄養係を看護係から、事務課へ組織

体系を変更した。 
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２．組織 

（1）組織力の強化 

施設長をはじめとする管理・監督職員で構成した管理職会議及び副主任を加え

た拡大管理職会議の開催や、職員会議を定例開催することにより、施設運営全

般に関する情報の共有を図ることに努めた。 

また、委員会活動が徐々に軌道に乗り始め、各委員会を中心とした各種サービ

スの検討や実施が図られたことも、組織力の強化、如いては職員の定着にも繋

がっていると考えている。 

 

（2）人材の確保とキャリアアップ 

介護人材の確保には依然として厳しい状況が続いており、求人活動のための

様々な媒体の活用、派遣・紹介業者の利用等は、何れも多くの経費を擁しなが

らも、その効果が乏しい状況下において、職員の口コミによる人材の確保（1

人が 4 人を紹介）が著しい効果を上げたことや、大学生や高校生の雇用も進ん

だことが特筆される。 

そのような中でも、職員個々の能力開発やキャリア形成には力を入れ、喀痰吸

引等研修や実務者研修などの各種研修への受講を支援した。また、非常勤職員

の雇用のままではあるが、就労時間の延長や業務内容の拡大を望む職員が増え

てきており、優秀な人材の確保という成果に繋がっている。 

 

（3）組織としての人材育成 

組織を構成する人材を組織内で育て、次の担い手としていく好循環人材育成に

努めてきた。職制以外でも、日中業務における日勤統括や夜間業務における夜

勤統括、委員会の委員長など、リーダー業務を担える人材も増えている。これ

までの職員育成が確実に実を結んでいることの現れである。 

また、10 月には川崎営業所（Ｒ百合ヶ丘）との人事異動、昇格などをスムー

ズに行うことができた。 

 

（4）インターンシップ生の受入 

今年度より中国からのインターンシップ生（3 名）の受け入れを行っている。

法人全体として受入体制を整えながら、基本的な介護技術の研修を実施し、そ

の後 OJT で引き続き介護技術の習得を目指している。その結果スキルの向上

もはかれ、シフトに入るなど法人の戦力として成長している。 
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（5）様々な形態での情報発信 

ホームページとスタッフブログ等のインターネットを活用した情報発信や、広

報誌の発行を目標にしてきたが、不定期な発信であった。次年度は広報委員会

を中心とした担当者を設け、第三者の目線でタイムリーな情報の発信に努めた

い。 

 

３．サービス 

 ケアサービスの向上や標準化、年中行事やクラブ活動等アクティビティの実

践等については、各委員会等が企画、運営に努め、ご利用者・ご家族、さら

に地域住民の方々にも、喜びや楽しみを提供することができたのは大きな成

果であった。 

 

（1）尊厳と信頼と安全・安心なサービス提供 

リスペクトケア－あらゆる場面においても敬意を持って対応する－をスロー

ガンに掲げ、“尊厳”“信頼”“安全”“安心”を意識したサービスの提供に努め

た。安全ベルトの装着、4 本柵、エレベーター、居室の施錠等、心理的、身体

的拘束を一切行わないケアが提供できた。 

 

（2）利用者、家族ニーズの把握と対応 

利用者・家族の個別的なニーズについては、利用契約時における各種アセスメ

ントと、入居後に行われるケアプラン会議などで利用者及び家族のニーズの把

握に努め、より個別的なケアプランに反映させるよう努めた。 

また、施設サービスや運営・管理などに関するニーズについては、「利用者懇

談会」「家族懇談会」の開催や施設内に意見箱を設置しニーズ把握に努めた。 

 

（3）重度化への対応 

医療依存度の高い利用者の受け入れという社会的ニーズが増える中、医療処置

を継続的に必要とする利用者の受け入れを行った。 

重度化への対応と介護職員のキャリアアップ及びキャリア形成を目的に、喀痰

吸引等第 2 号研修の受講を進め、介護職員による特定行為（胃ろう又は腸ろう

による経管栄養及び喀痰吸引）資格の取得を進めている。重度化対応とは、看

護と介護が連携した高度な介護サービスに対応することであり、年間を通して

対応できたことは、当施設の介護力の向上に繋がったと考えている。 
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（4）感染症対策 

感染症・食中毒予防対策委員会を中心として、年間を通して「罹らない、持ち

込まない、拡げない」を合言葉に、研修も含め標準予防策に基づいて予防に力

をいれてきた結果、2018 年度よりノロウイルス、インフルエンザの罹患率は

0 名が続いている。 

2020 年 1 月頃より、「新型コロナウイルス」が発生し、流行が拡大するに伴い、

3 月に緊急に研修をを行い、国の緊急事態宣言に先立ち、ご家族や業者などの

立ち入り制限や職員の健康管理等、感染症予防対策の徹底をはかった。 

 

（5）質の高いサービスの提供と標準化 

管理監督職を中心とした管理職会議において施設運営の舵を取り、サービスの

水準を高く、安定させることに努めた。また、日々の申し送り等における監督

者によるスーパービジョンにより、職員の気付きを促すとともに、ケアの方向

性を示すことに努めた。職員個々によりサービスの質のばらつきを無くすため

にも、次年度は委員会の活動をさらに展開させサービスの標準化に努めたい。 

 

４．人材育成 

職員個々の能力開発やキャリア形成を図るための各種研修を行ってきた結果、

非常勤職員の雇用のままではあるが、就労時間の延長、業務の拡大を望む職員

が増えてきおり、優秀な人材の確保という成果に繋がっている。 

新採用職員には、個々のスキルに合わせた教育としては、チューター制による

OJT を実施しているが、チューターを担う職員のスキルの標準化が不十分で

あったことから、新採用職員の定着を阻害した要因になったと思われる。 

感染症及び食中毒対策など介護福祉施設の運営基準に則った研修も定期的に

実施した。 

意欲的に自己研鑽に励んで欲しいとの考えの下、研修参加者には参加ポイント

を発行し、年間取得ポイントの多い職員を表彰、副賞を贈呈した。 

＜2019年度 研修開催状況＞ 

日 時 テーマ 講師 参加数 時間（分） 

5 月 13 日 

5 月 17 日 

緊急時の対応・救急対応 高橋統括施設長 50 名 90 

5 月 16 日 

5 月 23 日 

5 月 30 日 

食事について知ろう 

～基本を学ぼう～ 

レジデンシャル常盤台 

廣瀬介護係長 

31 名 90 
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5 月 28 日 

6 月 5 日 

感染症予防研修 

「施設感染症予防策と食中毒予防策」 

髙橋事務長 53 名 90 

6 月 10 日 

6 月 28 日 

自分自身をリスペクトするために 

～対人援助サービスにおける接遇&マナー～ 

高橋統括施設長 34 名 90 

6 月 26 日 権利擁護研修 

～そのケア適切？不適切？ 

高齢者虐待を防ぐために～ 

小川佳子弁護士 24 名 120 

7 月 12 日 

7 月 24 日 

褥瘡予防対策研修 

～廃用性症候群について知ろう～ 

高橋統括施設長 20 名 90 

7 月 19 日 

7 月 26 日 

腰痛予防研修（労働安全研修） 

～腰痛は頭と尻で治す～ 

湘南泉病院リハビリテーション科 

間野和貴科長 

40 名 90 

7 月 23 日 

8 月 1 日 

オムツの当て方・選び方 リブドゥコーポレーション 

樋口祐実氏 

12 名 60 

8 月 7 日 

8 月 14 日 

スキルアップ研修 

～認知症を知ろう～ 

高橋統括施設長 16 名 90 

9 月 11 日 腰痛予防研修（労働安全研修） 

~実技編～ 

児玉陽子講師 28 名 90 

10 月 10 日 褥瘡予防対策研修 

～身体にかかる圧の影響と対策～ 

モルテン（株） 

石水達也氏 

23 名 60 

10 月 28 日 

11 月 8 日 

感染症予防研修 

～施設感染症予防の仕組みとその実践～ 

髙橋事務長 52 名 90 

11 月 29 日 

12 月 13 日 

口腔衛生研修 

～口腔ケアについて～ 

東山田ヒルズクリニック歯科 

上笹貫さをり医師 

31 名 60 

12 月 18 日 肝臓との上手な付き合い方 

～放置できない脂肪肝・アルコール性肝障害～ 

湘南泉病院消化器内科 

初谷守朗医師 

33 名 90 

1 月 21 日 

1 月 22 日 

紙タイプ清拭の使い方 

～陰部洗浄の方法～ 

リブドゥコーポレーション 

飯田氏 

25 名 60 

2 月 12 日 事故発生防止研修 

事例検討会～ 

 

高橋統括施設長 

 

39 名 90 

日 時 テーマ 講師 参加数 時間（分） 

3 月 11 日 

3 月 13 日 

3 月 17 日 

新型コロナウイルス 

～罹らない・持ち込まない・拡げない～ 

髙橋事務長 82 名 90 

                総合計 593 名 1140 分 
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＜2019 年度 外部研修参加状況＞ 

研修名 参加者 

ユニットリーダー研修 1 名 

痰吸引、経管栄養研修 5 名 

介護職員初任者研修 1 名 

 

＜2019 年度 研修ポイントゲッター＞ 

順位 氏名 ポイント 順位 氏名 ポイント 

１ 位 西山 奈智子 ３４  ４ 位 長井 真希子 ２６ 

１ 位 髙柳 みゆき ３４ ５ 位 塚越 智恵子 ２４ 

２ 位 米田 昭子 ３２ ５ 位 石川 良子 ２４ 

２ 位 大金 美保 ３２  ６ 位 遠藤 千恵子 ２２ 

２ 位 中里 蘭 ３２ ６ 位 北野 里美 ２２ 

３ 位 谷平 佳津江  ３０ ７ 位 廣瀬 千鶴 ２０ 

 

 

５．利用者の権利擁護 

（1）成年後見制度の活用 

 ご利用者の権利を守ることを第一に考え、財産管理及び契約行為を代行する

成年後見制度の活用を進めた。成年後見制度の活用の仕方や申し立てに関す

る相談にも応じ活用を促した。 

 

（2）預り金の適正な保管と管理 

 預り金管理規定に基づき、預貯金及び小口現金の適切な管理、出納を行い、

本人及び家族に対し毎月書面にて報告した。また、銀行と施設間における管

理規定を設け、ご利用者の預り金の管理を厳正に行った。 

 

６．地域との連携 

 昨年度の市民車座集会に続き、今年度は敬老の日のお祝として、福田川崎市

長をはじめ、川崎市及び麻生区の社会福祉協議会会長や高齢担当者の表敬訪

問があり、敬老祝賀の集いにも出席をいただけた。 
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福田市長からは「ここに到着して、まず手洗いとうがいをしました。施設とし

て適切な感染症予防に取り組まれていると感じた。」とのお話があり、当施設

の感染症予防対策を評価いただけたことは大変光栄でした。 

各関係機関からの支援によりこのような機会を得られていることは、当法人が

目指してきた地域との連携が図られている証であると考えている。 

（1）社会資源としての地域連携 

地域の子供たちや住民が気軽に足を運べ、集える施設を目標に、1 番街地域交

流スペースではカフェマルシェを運営し、多くの方に利用していただいた。特

に西塔之越自治会の方々には、自治会各部会の会合、自治会役員会や総会、サ

ークル活動などで活用いただいた。ことに、西塔之越自治会の 50 周年記念行

事において、当施設の敷地及び設備を活用していただいたことが、地域の社会

資源としての証であると考える。 

昨年度に引き続き、百合ヶ丘地域包括支援センターからの要請にて、東百合丘

地区の認知症カフェ（毎月第四金曜日）と健康体操教室（毎月第二火曜日）の

会場として提供した。 

また、認知症サポーターの啓発事業の一環として“RUN 伴あさお”への協力、

MOA 美術館主催の“小学校絵画展”の麻生地区展示会場としての会場提供、

そして、川崎市こどもの権利の日イベントとしての“こども祭り”への協力な

ど、地域との連携が図れた。 

 

＜マルシェの主な利用状況＞ 

・西塔之越自治会総会 

・おやじの会 

・塔之越自治会自主防災会議 

・青空マルシェコロバ 

・千寿美会 

・西塔之越自治会役員会 

 

・ラムズ自治会総会 

・認知症カフェマルシェ 

 

（2）キッズコーナーの利用状況 

 地域の子育て中のママたちが小さなお子さんを連れてカフェマルシェを利用

していることや、職員の子供達が母親の仕事が終わるのをマルシェの中で待

っている姿をヒントに、マルシェの一角にクッションマットを敷いて小さな

子供達が安全に遊べる空間としての“キッズコーナー”を設けて以降、地域

の方々や面会のご家族、職員の子供達などが利用している。 

 季節によっては、感染症の流行などにより利用を休止することもあり、特に

今年度は新型コロナウィルスによる休校により年度末の利用は少なかった。 
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＜キッズコーナー利用状況＞ 延合計３７０名 

４月 ３０ ８月 ４３ １２月 ３４ 

５月 ３３ ９月 ４６ １月 ９ 

６月 ３６ １０月 ４０ ２月 ２ 

７月 ４８ １１月 ４７ ３月 ２ 

子供達は「レジデンシャルに行ってくる！」と言って家を出、学校から直接「た

だいまー」と言って帰って来る・・・。 

子供たちがマルシェに集い、遊び、宿題をしていたりする。 

その様子をご利用者が愛おしそうに見つめていたり、笑顔で話しかけている光

景は、まさに地域交流、世代間の交流そのものであり、マルシェの存在がそれ

を可能にし支えていると実感している。 

 

（3）施設見学の受け入れ 

 本入所やショートステイの利用を検討して、ご本人やご家族、担当ケアマネ

の見学や、特養がどのような施設なのかを知るための見学など、生活相談員を

中心に 64 件の対応を行った。 

 

７．リスクマネジメント 

（1）苦情解決責任者を中心に、意見や苦情を汲み上げる体制を整えてきた。 

日常的な対応 ―言葉使い、態度、挨拶 ― 等の意識や実践力が低く 

リスクヘッジができていないことが課題であった 1 年といえる。 

 

（2）事故報告書、ヒヤリハット報告書による情報の共有は図れているが、事故

の分析、予防対策を講じるまでには至らなかった。次年度は委員会を中心

に事故の分析を行い、事故防止に努めたい。 

 

８．事務管理体制 

（1）施設設備等の管理については維持管理を専門業者に委託し、定期的な点検

を実施し設備の不具合、瑕疵点検を行い、施設設備の維持管理に努めた。 

 

（2）消耗品については、適切な在庫管理に努めるとともに、品目の見直しや購

入価格の見直しを行い、コスト削減に努めた。 

 

 

 



11 

 

９．諸規定の遵守及び検討 

介護保険関係法令を遵守した運営を行った。また、慶弔休暇、有給等の休暇制

度について、いずれも諸規定を遵守し適切な処理を行った。 

 

１０．防災対策及び施設の保全対策 

（1）防災訓練 

川崎市健康福祉局による防災無線での伝達訓練に参加し、非常災害時の情報伝

達方法について確認を行った。次年度は施設での防災訓練を行い、職員の防災

意識の向上に繋げたい。 

 

（2）防災減災研修 

委託業者による防災監視盤の取り扱いについてのレクチャーを受けた。次年度

は職員への周知を図るとともに、防災、減災に向けた研修を実施したい。 

 

（3）備蓄品の整備 

災害時に使用するヘルメット、ライトや誘導灯、災害用食品の備蓄品等の整備

及び点検を行った。また、台風による停電等も想定した実践的な整備にも努め

た。 

 

（4）地域防災協定の締結 

地域防災協定の締結は消防署の仲介ではなく、施設と自治会にて締結する形と

なるため、次年度は近隣自治会と協議の場を設け具体的に取り組みたい。 

 

１１．委員会活動 

委員会活動については、運営基準に則った委員会に加え、各サービス分野別の

委員会を構成し活動した。委員の勤務都合が合わずに委員会の開催を見送るこ

ともあり、全ての委員会が十分な活動とまでは言い難いが、委員会を中心にサ

ービスを検討するという土壌は整備されてきたと感じている。 
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１２．行事・クラブ活動 

（1）行事実施状況 

行事委員会を中心に企画運営を行い、入居者の楽しみ、そして地域との交流を

目的に行事を開催した。そして、喜び、楽しみを共有し、職員間の連携力の強

化に繋げることを意図して企画してきた。 

 

4 月 1 日 【お花見】 

4 日 西長沢第三公園と百合ヶ丘第二公園にて2日間に分けてお花

見を実施し、ほぼ全員のご利用者にご参加いただいた。 

  

5 月 2 日 【シャンソンコンサート】 

 ご利用者のご家族の紹介により麻生区で活動されているシ

ャンソン歌手によるコンサートを開催した。 

  

5 月 5 日 【キッズフェスタ in マルシェ】 

 こどもの日にちなんで、地域の子供のための祭りを開催し

た。子供たちを実行委員“子供店長”とし、職員は子供たち

をフォローする形を取った。自治会の協力によりポスターの

掲示と回覧を行い大勢の子供たちが集まり大盛況であった。 

  

5 月 11 日 【アスカーズコンサート】 

 コンサートの開催に至ったのは、事務長の出会いからという

巡り合わせ。懐かしの歌謡曲を中心に活動している音楽バン

ド、アスカーズによるコンサートを開催した。 

  

7 月 10 日 【七夕コンサート】 

 たんぽぽの会とフレンドハーモニーの皆様によるコンサー

トを開催した。 

  

8 月 3 日 【サマーコンサート】 

 コーラスグループSOMETHINGの皆様によるコンサートを

開催した。 
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8 月 17 日 【サマーフェスタ in マルシェ 2019】 

 レジデンシャル常盤台からの全面協力と自治会や寿太鼓の

協力を得て、育明会の夏の風物詩であるサマーフェスタを開

催した。フラダンスショーや盆踊りはもちろん、今年は花火

もスケールアップ。地域住民をはじめ、近所のグループホー

ムにも声を掛け、利用者、家族、地域一体となって楽しんだ。 

  

9 月 13 日 【敬老祝賀の集い】会食の部 

 敬老のお祝はお寿司に決まり！たくさん召し上がられまし

た。お寿司のソフト食も用意し、皆様にお楽しみいただけた。 

  

9 月 16 日 【敬老祝賀の集い】式典の部 

 福田川崎市長をはじめ、市区社協の会長の表敬訪問をいただ

き、ご長寿のお祝の式典を開催した。男女それぞれの最高齢

者や米寿を迎えた方に理事長より記念品をお贈りした。ま

た、施設より皆様に、職員手作りの衣類かごをプレゼント。

担当職員からは、お一人お一人に手作りのメッセージカード

をお渡しした。 

  

 【歌で綴る思い出の昭和】お楽しみの部 

 百合ヶ丘では初開催となる、高橋統括施設長脚本演出による

歌謡ショー。ご利用者の皆様がまだ若かったあの頃に流行し

た歌に合わせて、歌手に扮した職員が登場、会場は大きな拍

手と笑い声が響いた。 

  

10 月 18 日 【秋の大運動会】 

 ご利用者が 3 チームに分かれて競技に参加し、総合優勝を目

指して競い合った。それぞれのチームリーダーを務める職員

が先導しての応援合戦も大変盛り上がった。 

  

12 月 4 日 【クリスマスイルミネーション点灯式】“よいどころ” 

 定期開催している居酒屋“よいどころ”の中で、

SOMETHING の皆様によるクリスマスコンサートとイルミ

ネーションの点灯式を行った。イルミネーションはクリスマ

スまで毎夜点灯し、皆様にお楽しみいただけた。 
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12 月 8 日 【もちつき大会】西塔之越自治会主催 

 西塔之越自治会主催のもちつき大会に協力するという形で、

当施設エントランスを会場に行われた。搗き立てのお餅を、

餡子餅、からみ餅にし、常盤台農園産のお新香と合わせて提

供、大変喜ばれた。 

  

12 月 20 日 【クリスマスバイキング】 

 メインにはローストビーフとローストポークとローストチ

キンの 3 種類のお肉を、デザートは数種類から選べるケーキ

を、好きなだけお召し上がりいただくというのが育明会流の

おもてなし。ご利用者からは笑顔が溢れ、とても喜んでいた

だけた。担当職員からはメッセージカードをお渡しした。 

  

12 月 21 日 【クリスマスコンサート】 

 たんぽぽの会とフレンドハーモニーの皆様によるクリスマ

スコンサートを開催した。 

  

12 月 28 日 【ジブリの森のコンサート】 

 職員が行っているピアノ教室の子供たちによるピアノコン

サートを行った。 

  

1 月 1 日 【元旦祝膳】 

 今年のお正月は高橋統括施設長の挨拶からスタート。お屠蘇

で乾杯し、お節料理をゆっくりとお楽しみいただいた。 

  

1 月 5 日 【新年祝賀の集い】 

 地域の民踊サークルの千寿美会による日本舞踊、民謡クラブ

の大塚先生と秀美会社中による民謡ショー、大森はやし会に

よる獅子舞で、新年をお祝いした。 

  

2 月 3 日 【節分豆まき】 

 襲来した 6 体の鬼（育明会恒例、鬼役は各部署のリーダー）

を、ご利用者と家族、職員が一斉に豆を撒き、邪鬼を退治し

ました。鬼は退散し、百合ヶ丘に春が訪れました。 

  

3 月 4 日 【ひな祭りコンサート】 

 たんぽぽの会とフレンドハーモニーの皆様によるコンサー

トを開催した。 
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（2）クラブ活動実施状況 

音楽療法士の玉本先生による“ミュージックピアッツァ”と、秀美会会主の大

塚先生による“民謡クラブ”など、ボランティアの協力を得ながら、ご利用者

の“楽しみ”の提供に努めた。また、地域のボランティアによる誘導の協力も

得て、多くのご利用者にクラブ活動に参加していただけた。 

 

クラブ活動内容 実施回数 延べ参加人数 

ミュージックピアッツァ 24 回 827 名 

民謡クラブ 22 回 759 名 

のど自慢大会 21 回 648 名 

書の会 19 回 216 名 

よいどころ 11 回 361 名 

 

１３．援助サービス各論 

（1）介護係 

〇医療ケアと重度化対応について 

・胃瘻、喀痰吸引、在宅酸素、インスリン、バルンカテーテル留置など、医

療的ケアが必要とされる方々に対して、看護職員との連携、情報共有を図

りながらケアサービスを提供した。 

・褥瘡予防については看護職員と連携し、適切なポジショニングや清潔保持

に向けてケアを行った。発生した場合は速やかに対策を講じ、迅速な対応

を行う事で、早期の治癒、予防策の検討、実施に努めた。 

 

 〇チームケア力の向上 

・固定配置を基本にしながらも、流動的に職員が動くことによって、全体の

利用者の情報を共有するとともに、共通の認識を持ってケアに当たること

が可能となった。 

・各職種、ケアエイドを含めて「ほう・れん・そう」を大切にすることを意

識してきた。一つのチームとして同じ情報を全員で共有することに努めた

結果、全体でご利用者のケアを考える事ができるようになってきた。 
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〇感染症予防について 

・虎の穴大作戦や季節感染症対策研修で身に着けた知識をもとに、吐物処理

やインフルエンザ等の対策を行った。結果、今年度はインフルエンザ、ノ

ロウィルス共に罹患者“ゼロ”であった。また、2020 年 1 月頃発生した

新型コロナ感染症の対策については、標準予防策を基本とした対応策の強

化を図り取り組んだ。 

・感染症予防研修をはじめ、開設当初から、家族を含めた来所者にも、手洗

いとうがいを促し、協力を呼び掛けてきたことで、現在では促さなくても

自主的に手洗いとうがいをしてくださっている。この取り組みにより、感

染症が予防できているとも言え、今後も継続して取り組みたい。 

 

〇職員の育成と定着 

・年間を通し多くの入退職があり、育成に追われた一年であった。育明会の

ケアの考え方の浸透、如いてはロイヤリティーの醸成に繋げられればと努

力を続けてきたことで、徐々にではあるが安定してきたと感じている。次

年度は、法人研修やスキルアップ研修等による職員育成と、組織横断的な

委員会活動を通した連携力の強化を進め、職員の育成と定着に繋げたい。 

 

〇組織力を発揮した支援 

・前年度に引き続き、レジデンシャル常盤台からは各方面での応援に加え、

姉妹法人である都筑シニアセンターからも応援をいただき、入居者のケア

が滞ることなく、継続して提供することができた。それを支えたのは理事

長の牽引力を中心とした「チーム育明会」としての組織力の強さだと感じ

ている。組織をあげて百合ヶ丘を支えてくださっていることに感謝すると

ともに、その組織の一員として誇りを持って業務に勤めたい。 

 

（2）看護係 

〇医療的ケアと対応 

・看護と介護が連携し、情報の共有、医療的な知識・技術のサポートなどを

図りながら、医療依存度の高い利用者の受け入れを行った。 

・昨年度 37 件であった入院件数は、今年度 45 件であった。原因の一つに

は、もともと医療依存度の高い利用者の受け入れを行っていることも挙げ

られると思うが、そのような利用者状況の中においても、入院までに至ら

せないような日々の健康管理に努めたい。 
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・高齢者に多い脱水や尿路感染を防ぐため、いつでも気軽に水分を摂ること

ができるよう、各番街にウォータージャグを設置した。また、嚥下状態に

合わせて、水分補給用のゼリー（お茶・イオンゼリー）を用意し、水分を

摂取しやすい環境を整えた。水分補給の環境整備に加えて、それを活かす

日常のケアについても見直していきたい。 

 

〇医師や医療機関との連携 

・協力医療機関であるたま日吉台病院から飛田医師（内科）を派遣いただき、

毎週火曜日に診察、紫雲会横浜病院からは田村医師（精神科）を派遣いた

だき、月 2 回第 1、3 金曜日に診察を行った。また、看取り対応と診察体

制の充実のために、月 2 回、都筑シニアセンタークリニックから曽田医師

（内科）を招聘し、医療体制を整えた。 

・ご利用者の状況をみながら、適宜、ご家族と主治医との面談の場を設け、

ご家族の意向の確認に努めた。主治医と直接相談することで、入院検査・

治療の方向付けと対応もスムーズに行うことができた。 

・特に、協力医療機関であるたま日吉台病院へ通院・入院については、地域

連携室を窓口とした病院との連携により、スムーズに対応していただけた。 

・精神科医師の配置により、認知症をはじめとする精神症状が悪化した場合

の相談や対応もスムーズに行えた。 

 

〇口腔機能の維持向上 

・川崎市麻生区歯科医師会及び東山田ヒルズクリニックの協力を得て、適宜、

歯科診療に繋げることができた。口腔機能の維持は全身状態を左右する重

要な要素であるため、今後も口腔機能の維持向上及び口腔衛生に努めたい。 

・口腔機能の維持向上、嚥下機能の改善を目的に取り組んできた口腔体操に

ついては、新入職員へのレクチャーを含めて、実施に向けて再構築する必

要がある。 

 

〇看取りの対応 

・曽田医師の招聘により、看取り介護のニーズに対応することが可能となり、

2 名のご利用者のお看取りに対応した。 

・看取りに関する職員の意識向上や知識の向上を図るため、次年度は研修を

開催し、看取りに関する知識や意識を高めるように努めていく。 

 

〇褥瘡対策について 

・褥瘡予防対策委員会を中心に介護との連携を図り、定期的なスクリーニン

グ（ブレーデンスケール）による褥瘡発生リスクの観察と、それに基づい

た褥瘡予防計画と治療計画を作成し、対応に努めた。 
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〇感染症及び食中毒対策について 

・インフルエンザやノロウィルスといった季節感染症の発症は“ゼロ”であ

った。また、新型コロナウィルス感染症については、3 月中に臨時の職員

研修会を実施した。また、職員出退勤時の検温の実施、関係者以外の入館

制限などの予防対策に努めた。ご利用者を感染症から守ることができたの

は、感染症予防研修をはじめ初年度から取り組んできた標準予防策を基に

した感染症予防対策の成果であると考えている。 

 

 〇インフルエンザワクチン予防接種 

  ・11 月 14 日と 11 月 19 日の 2 回に分けて、飛田医師とたま日吉台病院の

協力を得て全てのご利用者に実施した。 

 

＜入院状況＞（件） 

 男性 女性 計  男性 女性 計 

2019年 4月 0 2 2 2019年 10月 1 1 2 

2019年 5月 2 1 3 2019年 11月 2 2 4 

2019年 6月 1 1 2 2019年 12月 5 5 10 

2019年 7月 0 3 3 2020年 1月 2 3 5 

2019年 8月 2 6 8 2020年 2月 1 1 2 

2019年 9月 0 0 0 2020年 3月 2 2 4 

    30年度合計 18 27 45 

 

＜主な入院理由＞ 

① 肺炎 10 ⑥ 脳血管疾患 3 

② 心不全 4 ⑦ 骨折 6 

③ 尿路感染 1 ⑧ 精査目的 10 

④ 脱水 4 ⑨ その他 5 

⑤ 蜂窩織炎 2 合 計 45 

 

＜入院日数＞ 

 2019年度 2018年度 

最長入院日数 92日 66日 

最短入院日数 1日 3日 

平均入院日数 18.4日 23.0日 
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＜入院先の医療機関＞ 

たま日吉台病院（協力医療機関） 27 麻生総合病院 1 

横浜新都市脳神経外科病院 5 市立多摩病院 1 

新百合総合病院 5 湘南泉病院 1 

聖マリアンナ医科大学病院 5 合 計 45 

 

＜退所数＞ 

年間退所者数 17名  内 訳 

   ご逝去（内、看取り） 11名（2） 

   医療機関転院 4名 

   在宅 2名 

   介護保険施設 0名 

 

＜医療処置・内容と人数＞ 2020年 3月 31日現在 

グレード 1 2名 
褥創 

浣腸・摘便 

2名 

0名 

グレード２ 6名 

膀胱留置カテーテル 

喀痰吸引 

インシュリン 

2名 

2名 

2名 

グレード 3 5名 

胃瘻 

在宅酸素療法 

点滴 

4名 

1名 

0名 
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＜医療指針におけるグレード＞ 

  

◆グレード 1 

 

① 褥瘡処理 

 ②浣腸、摘便 

 ③医師より１日２回のバイタルサ

インチェック（体温、脈拍、血圧、

酸素飽和度）の指示 

・施設内で日常的に医師の指示により

看護師が実施可能な医療行為です。 

・利用者が入居時に必要となった場合

も、利用の継続が可能です。 

 

◆グレード 2 

 

 ①導尿、膀胱留置カテーテル、 

腎ろう、膀胱ろう 

 ②人工肛門（ストーマ） 

 ③喀痰吸引 

 ④インスリン注射 

（血糖コントロールが良好なもの） 

 ⑤経鼻的持続陽圧呼吸法 

（ＮＣＰＡＰ） 

⑥医師より１日３回のバイタルサイ

ンチェック（体温、脈拍、血圧、

酸素飽和度）の指示 

 

・施設での実施が可能な医療行為で

す。ただし、無条件ではなく、通常

より医療依存度の高いケースでは、

グレ 

レード 3 へ移行します。 

・入居後に必要となった場合も、病院

での処理後に利用の継続が可能で

す。 

◆グレード 3 

 

 ①経管栄養療法（胃ろう） 

 ②在宅酸素療法 

 ③脱水等に対する一時的点滴 

 ④利用中の事故による創傷に対

する縫合処理（簡単なもの） 

⑤毎日の血糖測定とスライディ

ング・スケールによるインスリ

ン注射 

⑥ 血液透析 

⑦頻回な喀痰吸引 

・高度な医療を必要とする為、施設

内での実施は、その時点での看護

師数や施設内での医療行為の総

量等の影響を受ける為、条件付き

で可能です。 

・利用者がこの医療行為が必要とな

った場合は、個々のケースで対応

します。 

◆グレード４ 

 

① 自己腹膜還流 

② 中心静脈栄養 

③ 悪性腫瘍患者への科学療法 

④ 気管切開 

⑤ 結核排菌者への治療 

 ・高度な医療行為が必要なため、 

施設での実施は原則的に不可。 

  ・利用者が入居後、必要となった

場合は適切な病院へ転院させ、

この医療行為を必要とする限り

は施設へ再入居することはでき

ません。 
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（3）相談支援係 

施設の総合窓口として、ご利用者やご家族はもちろん、地域、各介護保険事業

者、行政等からの問い合わせ等にワンストップで対応することを目的に各相談

業務を行っている。施設の顔として前線に立って役割を果たした。 

 

◎入退所業務 

  ・入所、退所状況…年間入所者 27 名、年間退所者 19 名 

・年間稼働率………ユニット型 79.0%  従来型 94.4% 

・年間平均稼働率…86.7% 

・退所に際しては、ご利用者の状態把握と合わせてご家族の意向を最大限尊

重し、課題を一つ一つクリアしながら相談と調整を行った。 

 

◎ケアマネジメント業務 

・ご利用者本人とご家族を交えたケアプラン会議を実施した。 

・施設サービス計画書の作成については、年間を通して計画的に作成及び更

新を図るため、年間スケジュールを作成し取り組み始めた。 

・モニタリングについては、より次の更新に活きるモニタリングとなるよう

努めた。 

  ・2020 年 1 月～ケアプラン会議については新型コロナウイルス感染症を鑑

みご家族様を交えた会議について自粛をしている。動向を確認し再開し   

ていきたい。 

 

 ◎利用者ニーズの把握と情報開示（利用者懇談会の主催） 

  ・2019 年  7 月 17 日（参加者 34 名） 

  ・2019 年 12 月 16 日（参加者 25 名） 

  幅広くご意見を伺うために、番街職員より事前の意見聞き取りを行った。

またご利用者に主体性を持って参加いただきたいという考えから、懇談会

会場では 7 月には水ようかん、12 月にはたい焼きをお供にお茶の提供を行

い、和やかな雰囲気で参加いただける環境とした。 

 

◎家族のニーズ把握と情報開示（家族懇談会の主催） 

 2019 年 4 月 27 日（37 家族 50 名参加） 

テーマ・入居者状況の説明 

   ・職員体制について 

   ・質疑応答 
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2019 年 10 月 20 日（34 家族 44 名参加） 

テーマ・経過報告 

   ・介護保険制度改正について 

   ・質疑応答 

 

◎介護保険関係申請代行業務 

・要介護認定や各種介護保険関係の申請代行、各種手続きの補助を行った。

介護保険、医療の各種認定証はそれぞれ更新申請時期が異なるため、有効

期限を把握し、必要な手続きが速やかに行われるよう努めた。 

 

◎その他 

・よいどころやカフェマルシェ、クラブ活動、年間行事に対応した。 

 

＜利用者状況＞           （2020 年 3 月 31 日現在） 

 ①年齢 

最高年齢 102 男性 89 

 女性 102 

 

最低年齢 62 男性 62 

 女性 62 

 

 

平均年齢 87.47 男性 80.79 

 女性 88.69 

 

②要介護度 

平均要介護度 4.2 男性 4.35 

 女性 4.1 
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＜2019 年度 入所・退所状況＞ 上段：ユニット型  下段：従来型 

 入所 退所 

男性 女性 計 男性 女性 計 

4 月 0 

1 

0 

2 

0 

3 

0 

1 

0 

2 

0 

3 

5 月 0 

1 

0 

3 

0 

4 

0 

0 

1 

0 

1 

0 

6 月 0 

0 

0 

3 

0 

3 

0 

0 

0 

1 

0 

1 

7 月 0 

1 

0 

1 

0 

2 

0 

1 

1 

0 

1 

1 

8 月 0 

2 

0 

0 

0 

2 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

9 月 0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

1 

0 

1 

10 月 1 

0 

1 

2 

2 

2 

0 

0 

0 

1 

0 

1 

11 月 0 

0 

0 

1 

0 

1 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

12 月 0 

0 

1 

0 

1 

0 

2 

0 

0 

0 

2 

0 

1 月 0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

3 

0 

0 

0 

3 

2 月 1 

1 

1 

0 

2 

1 

0 

0 

1 

1 

1 

1 

3 月 0 

0 

3 

1 

3 

1 

0 

1 

0 

0 

0 

1 

合計 2 

6 

6 

13 

8 

19 

2 

6 

3 

6 

6 

13 

総合計 8 19 27 8 9 17 

   ・入所者数 27 名（男性：8 名 女性：19 名） 

   ・退所者数 19 名（男性：9 名  女性：10 名）うち、お看取りは 2 名 
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１４．短期入所生活介護サービス 

地域のニーズもあり、6 月よりショートステイ事業を開始し、今年度は 21 名

の方にご利用頂いた。但し職員等配置の関係もあり、ユニット型個室空床を 

使用頂く等の対応となった。この為、稼働率は 4.9%の稼働率となっている。 

来年度は安定した稼働率となるように、リピート利用含め受け入れ体制の構築 

を図っていきたい。 

 

 

 

月

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月

79.40%

ユニット型 従来型 計

レジデンシャル百合ヶ丘　稼働率

80.00% 81.80% 80.90%

集計期間：2019年3月～2020年3月

79.90%

78.00%

77.60%

78.00%

78.00%

85.50%

95.90%

80.00%

79.00%

78.00%

78.10%

82.70%

92.90%

98.00%

99.00%

99.80%

100.00%

96.50%

92.70%

94.20%

88.15%96.90%

82.70%

86.95%

85.25%

87.70%

88.50%

89.90%

89.50%

87.25%

85.75%

88.45%

0.00%

20.00%

40.00%

60.00%

80.00%

100.00%

120.00%

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

入所稼働率の推移

ユニット型 多床室
合計
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１５．2019 年度活動一覧（2019.4.1～2020.3.31） 

 

 

見学

月 日 取材

4 1 辞令交付 〇 新入職・昇格

1 お花見 〇

13 キッズフェスタこども店長会議 〇

14 塔の越自治会総会 〇 参加者　40名

19 塔の越自治防災会議 〇 参加者　8名

20 ラムズ自治会総会 〇 参加者　30名

23 レジデンシャル百合ヶ丘開設記念日 〇

23 職員健康診断 〇 受診者69名(たま日吉台病院)

30 塔の越自治会おやじの会 ○ 参加者　14名

5 2 シャンソンコンサート ○

5 キッズフェスタinマルシェ2019 ○ 参加者　約120名

11 歌謡ショー ○

13.17
研修

緊急時の対応～救急対応について～
〇

参加者　50名

講師：高橋施設長

16.23

30

研修

食事について知ろう～基本を学ぼう～
〇

参加者　31名

講師：廣瀬係長

20 入居者健康診断 ○

28

6/5
食中毒・感染症予防研修 〇

参加者　53名

講師：高橋事務長

23 理事会 ○ レジデンシャル常盤台にて

6 10.28
研修

自分自身をリスペクトするために
〇

参加者　34名

講師：高橋施設長

13 塔の越自治防災会議 〇 参加者　13名

17 フラ＆うた　桜の会ショー 〇

22 サマーバーゲンinマルシェ2019 〇 参加者　30名

内　容
事業月日

分類

備　考
行事等 研修 人事 その他
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見学

月 日 取材

6 25 塔の越自治会おやじの会 ○ 参加者　15名

26
権利擁護研修

高齢者虐待を防ぐ為に
〇

参加者　24名

講師：小川弁護士

7 2 神奈川高齢者福祉研究会 〇

10 七夕コンサート 〇

12.24
スキルアップ研修

廃用性症候群について知ろう
〇

参加者　20名

講師：高橋施設長

17 衆議院議員選挙不在者投票 〇

17 利用者懇談会 〇

17 西塔の越自治会役員会 ○ 参加者　9名

19.26 腰痛予防研修 〇
参加者　40名

講師：湘南泉病院リハビリ科

間野医師

23

8/1

スキルアップ研修

おむつの当て方
〇

参加者　13名

講師：リブドゥコーポレーション

樋口氏

24.26 インターンシップ受入れ（川崎高校） 〇

26 オレンジカフェ茶道会 〇

30 塔の越自治会おやじの会 ○ 参加者　30名

31 塔の越自治防災会議 〇 参加者　10名

8 3 サムシングサマ-コンサート 〇

3 西塔の越自治会こどもアニメ上映会 〇 参加者　50名

7.14
スキルアップ研修

認知症を知ろう
〇

参加者　15名

講師：高橋施設長

17 サマーフェスタinマルシェ 〇 参加者　　約300名

9 1 西塔の越自治会役員会 ○ 参加者　25名

11
腰痛予防研修

実技編ボディメカニクス
〇

参加者　28名

講師：児玉先生

13 敬老祝膳(寿司バイキング) 〇

15 西塔の越自治会敬老食事会 〇 参加者　23名

16 川崎市長来訪 〇

内　容
事業月日

分類

備　考
行事等 研修 人事 その他
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見学

月 日 取材

9 16 敬老祝賀の集い 〇

22 お彼岸おはぎ作り 〇

24 塔の越自治会おやじの会 ○ 参加者　12名

10 6 西塔の越自治会50周年イベント 〇 参加者　150名

10
褥瘡予防研修

身体にかかる圧の影響と対策
〇

参加者　23名

講師：㈱モルテン　石水氏

11 JICE施設見学会 〇

18 大運動会 〇

20 ご家族懇談会 〇 34家族44名ご参加

28

11/8

感染症予防研修

施設感染症予防の仕組みとその実践
〇

参加者　52名

講師：高橋事務長

11 1 塔の越自治防災会議 〇 参加者　10名

2～9 川崎市児童作品展 〇

10 西塔の越自治会役員会 ○ 参加者　25名

24 勤労感謝の会 ○

26 塔の越自治会おやじの会 ○ 参加者　15名

29

12/13

口腔衛生研修

口腔ケアについて
○

参加者　31名

講師：上笹貫医師

30 川崎こどもの権利の日イベント ○ 参加者　120名

12 4 よいどころ/somethingコンサート ○

4 ふれあいケア取材 ○

8 西塔の越自治会餅つき大会 ○

13 研修/口腔衛生について ○

14 クリスマスバーゲンinマルシェ ○

16 利用者懇談会 ○

18
労働安全研修

肝臓との上手な付き合い方
○

参加者　33名

講師：湘南泉病院消化器内科

初谷医師

内　容
事業月日

分類

備　考
行事等 研修 人事 その他
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見学

月 日 取材

12 20 クリスマスバイキング ○

21
クリスマスコンサート

たんぽぽの会とフレンドリーハーモニー
○

24 塔の越自治会おやじの会 ○ 参加者　12名

28 ジブリの森コンサート 〇

29 仕事納め会 〇

1 1 元旦祝膳 〇 おせち・お雑煮

5 新年祝賀の集い 〇 大森囃子会・民謡　大塚先生

10 塔の越自治防災会議 〇 参加者　10名

21
排泄介助研修

紙タイプ清拭の仕組み
○

参加者　25名

講師：リブドゥコーポレーション

飯田氏

2 3 節分豆まき 〇 役職者は鬼・福は内

12 事故発生防止事例検討研修 ○
参加者　35名

講師：高橋施設長

26 塔の越自治防災会議 〇 参加者　10名

28 車椅子利用者体験研修 ○ 参加者　10名

3 11.13.17新型コロナウィルス感染予防対策研修 ○
参加者　82名

講師：高橋事務長

18 防災無線情報伝達訓練 ○

20 おはぎ作り ○

内　容
事業月日

分類

備　考
行事等 研修 人事 その他
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１６．各部署・委員会等からの活動報告 

 

名
  

 称
　

活
動

内
容

開
催

月
開

催
日

時
間

S
V

1
権

利
擁

護
委

員
会

身
体

拘
束

防
止

、
人

権
侵

害
に

つ
い

て
の

検
証

・
改

善
へ

の
取

組
。

毎
月

第
一

月
1
6
：
3
0
～

◎
鈴

木
副

主
任

先
﨑

〇
大

金
副

主
任

板
垣

田
代

N
S

施
設

長

2
事

故
発

生
防

止
委

員
会

事
故

に
つ

い
て

の
検

証
、

再
発

防
止

策
の

検
討

協
議

。
毎

月
第

一
金

1
6
：
3
0
～

鈴
木

主
任

◎
大

金
副

主
任

藤
田

〇
佐

々
木

大
城

N
S

佐
藤

係
長

3
感

染
症

・
食

中
毒

予
防

対
策

委
員

会
感

染
症

及
び

食
中

毒
に

対
す

る
意

識
を

高
め

る
た

め
の

研
修

企
画

、
実

施
、

対
応

策
を

協
議

。
毎

月
第

二
水

1
6
：
3
0
～

林
栄

養
士

菅
井

◎
山

崎
副

主
任

舘
前

笹
氣

山
﨑

俊
小

曽
根

副
主

任
事

務
長

4
褥

瘡
発

生
予

防
対

策
委

員
会

個
々

の
症

例
に

応
じ

た
予

防
、

対
応

策
を

検
討

。
意

識
を

高
め

る
た

め
の

研
修

企
画

、
実

施
。

毎
月

第
三

月
1
6
：
3
0
～

◎
石

間
副

主
任

山
崎

副
主

任
林

栄
養

士
〇

大
金

副
主

任
西

山
リ

ネ
ン

1
名

〇
大

矢
N

S
山

崎
係

長

5
苦

情
対

応
委

員
会

苦
情

や
要

望
へ

の
速

や
か

な
対

応
と

、
改

善
の

た
め

の
取

組
。

奇
数

月
第

四
水

1
6
：
3
0
～

鈴
木

副
主

任
舘

前
信

田
外

池
佐

藤
係

長
石

川
田

代
N

S
施

設
長

6
広

報
委

員
会

広
報

誌
の

発
行

計
画

を
立

て
、

原
稿

・
写

真
・
資

料
の

収
集

・
整

理
、

調
査

、
編

集
を

行
う

。
毎

月
第

三
金

1
5
：
3
0
～

鈴
木

主
任

外
池

石
附

山
中

廣
野

諏
江

大
城

N
S

施
設

長

7
行

事
委

員
会

季
節

感
溢

れ
楽

し
め

る
行

事
を

計
画

、
実

施
す

る
。

毎
月

第
二

月
1
6
：
3
0
～

中
里

◎
大

西
大

城
（
C

W
）

林
栄

養
士

外
池

山
中

米
田

エ
イ

ド
統

括
施

設
長

8
研

修
委

員
会

専
門

知
識

及
び

技
術

向
上

を
目

指
し

た
各

種
研

修
の

企
画

、
実

施
。

毎
月

第
三

水
1
6
：
3
0
～

鈴
木

主
任

板
垣

◎
西

山
石

川
米

田
（
昭

）
〇

大
橋

田
代

N
S

佐
藤

係
長

9
労

働
安

全
衛

生
委

員
会

奇
数

月
第

四
月

1
8
：
0
0
～

事
務

長
佐

藤
係

長
山

﨑
係

長
山

崎
副

主
任

施
設

長

1
0

栄
養

食
事

ケ
ア

検
討

委
員

会
食

事
に

関
す

る
ケ

ア
及

び
質

の
向

上
を

図
る

為
の

取
組

を
行

う
。

毎
月

第
一

水
1
6
:3

0
～

藤
本

　
エ

リ
カ

中
里

菅
井

林
栄

養
士

◎
山

﨑
副

主
任

米
田

エ
イ

ド
統

括
小

曽
根

副
主

任
山

﨑
係

長
・
施

設
長

1
1

入
浴

ケ
ア

検
討

委
員

会
入

浴
に

関
す

る
ケ

ア
及

び
質

の
向

上
を

図
る

為
の

取
組

を
行

う
。

毎
月

第
二

金
1
6
:3

0
～

信
田

副
主

任
西

山
佐

々
木

◎
米

田
エ

イ
ド

統
括

大
城

N
S

〇
高

山
佐

藤
係

長
・
施

設
長

1
2

排
泄

ケ
ア

検
討

委
員

会
排

泄
に

関
す

る
ケ

ア
及

び
質

の
向

上
を

図
る

為
の

取
組

を
行

う
。

毎
月

第
四

金
1
6
:3

0
～

石
間

副
主

任
先

﨑
石

附
〇

山
﨑

副
主

任
◎

山
﨑

係
長

・
施

設
長

1
3

民
謡

ク
ラ

ブ
秀

美
会

の
大

塚
先

生
に

よ
る

民
謡

教
室

毎
月

第
二

木
第

四
月

1
4
：
0
0
～

外
池

山
中

大
金

副
主

任
西

山
外

池

1
4

ミ
ュ

ー
ジ

ッ
ク

ピ
ア

ッ
ツ

ァ
玉

本
先

生
に

よ
る

音
楽

療
法

毎
月

第
二

火
第

四
火

1
3
：
4
5
～

山
中

廣
野

大
橋

外
池

外
池

1
5

マ
ル

シ
ェ

の
ど

自
慢

カ
ラ

オ
ケ

の
ど

自
慢

大
会

毎
月

第
一

水
第

三
水

1
4
：
0
0
～

山
中

大
橋

外
池

浦
山

外
池

1
6

よ
い

ど
こ

ろ
マ

ル
シ

ェ
居

酒
屋

毎
月

不
定

期
1
6
：
0
0
～

外
池

大
西

諏
江

米
田

大
金

副
主

任
当

日
番

街
リ

ー
ダ

ー
1
名

施
設

長

1
7

書
の

会
諏

江
先

生
に

よ
る

書
道

教
室

毎
月

第
一

月
第

三
月

1
4
：
0
0
～

外
池

大
金

副
主

任
佐

藤
係

長
浦

山
佐

藤
係

長

1
8

S
tu

di
o
　

ア
ヌ

レ
専

任
講

師
に

よ
る

ヨ
ガ

教
室

毎
月

第
二

金
第

四
木

1
4
：
0
0
～

大
金

梶
木

浦
山

浦
山

1
9

エ
イ

ド
会

議
ケ

ア
エ

イ
ド

が
出

席
す

る
全

体
会

議
3
ヶ

月
に

1
回

第
三

月
1
0
:0

0
～

2
0

拡
大

管
理

職
会

議
副

主
任

以
上

が
出

席
す

る
会

議
毎

月
第

三
月

1
8
:0

0
～

2
1

管
理

職
会

議
主

任
以

上
が

出
席

す
る

運
営

会
議

毎
月

第
一

月
1
8
:0

0
～

地
域

開
放

　
認

知
症

カ
フ

ェ
毎

月
第

四
金

1
3
：
3
0
～

地
域

開
放

　
青

空
マ

ル
シ

ェ
コ

ロ
バ

毎
月

第
二

火
1
0
：
0
0
～

千
寿

美
会

毎
月

第
二

月
1
0
：
0
0
～

ロ
ー

ソ
ン

移
動

販
売

毎
月

第
一

木
第

三
木

1
3
：
3
0
～

構
成

委
員

（
◎

：
委

員
長

、
○

：
副

委
員

長
）
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事業報告書 
委員会名称 権利擁護委員会 

報告書作成日 2020 年 4 月 12 日 委員長 鈴木秀雄 

構成委員 

スーパーバイザー 

鈴木秀雄、大金美保、先崎希実、  

高橋統括施設長 

報告期間 2019 年 4 月 1 日 ～ 2020 年 3 月 31 日 12 ヶ月間 

＜目的及び課題＞ 

・ご利用者の身体拘束、虐待など権利の侵害行為をなくして、安心、安全、安楽な生活をし 

いただくようにする。  

・ご利用者様へのリスペクトケアに基づく介護の実践。 

＜活動日＞ 

毎月の第一月曜日。 

＜実施内容及び結果＞ 

・第 1 四半期（4 月～6 月） 

  6 月 26 日 神奈川弁護士会、小川佳子弁護士様による公開講座を開催 

   テーマ：そのケア適切？不適切？ 

   当日は、全職員参加必須とのことで多数の職員に参加していただいた。 

後日参加した職員より研修レポートを提出していただいた。 

・第 2 四半期（7 月～9 月） 

  権利擁護の標語、「より良い言葉とマナー」をテーマとした標語を募集。 

  施設内全職員、ご利用者様とそのご家族から多くの標語の応募をいただき、 

全作品を 1 番街の廊下に掲示。その中から投票により最優秀賞を選出。 

施設長賞、事務長賞、権利擁護委員会賞をそれぞれ選出していただき、 

受賞者と受賞作品を発表、掲示をした。 

受賞者には 9 月の職員会議にて賞品を授与する。 

・第 3 四半期（10 月～12 月） 

  車椅子体験研修の計画、企画の立案。 

・第 4 四半期（1 月～3 月） 

  車椅子体験研修の実行 

  ケアエイド、相談事務係、介護職員より選出した職員により、1 時間 45 分の 

  車椅子体験と 15 分間のアンケートの記入による振り返りの時間を設けておこなった。 

  後日参加職員により研修レポート用紙に感想文を提出して頂いた。 
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＜次年度に向けて＞ 

1、 委員会の定期開催と全員参加をおこなえるようにする。 

委員会のメンバーが全員集まれることが少ないため、委員会職員は権利擁護委員会 

の重要性を自覚して開催日に参加できるように事前にシフト調整を 

申し出て全員参加で定期開催ができるようにする。 

 

2、 権利擁護公開講座、車椅子体験など開催して職員からレポートを提出していただいたが、 

その内容を振り返ることなく終わってしまったため、今後は、提出してもらった 

アンケートやレポートを基に課題を分析して発表できるようにしていく。 

 

3、 権利擁護の標語については、受賞者と受賞作品を掲示ポスターによる発表で終わって 

しまったため、発表方法を今後は施設全体に標語が浸透出来るように工夫する。 

以上 
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事業報告書 
委員会名称 事故発生防止委員会 

報告書作成日 2020 年 4 月 1 日 委員長 大金 美保 

構成委員 

スーパーバイザー 

鈴木秀和主任、鈴木貴之主任、藤田 CW、佐々木 CW、大城 NS、大金 CM 

 

佐藤係長 

報告期間 2019 年 4 月 1 日 ～ 2020 年 3 月 31 日 12 ヶ月間 

＜目的及び課題＞ 

毎月第一金曜日に委員会メンバーで会議を行い、事故やヒヤリハットの報告書の内容や件数の把

握を行い、事故の発生件数が減るように協議検討を行う。事故報告書の内容等を職員に共有して

いただく。 

＜活動日＞ 

毎月第一金曜日 

＜実施内容及び結果＞ 

① 研修の実施 

・2019 年 5 月に 3 回の曜日を設け、髙橋施設長に緊急時の対応、救急対応について講義をし

ていただいた。 

  ・2020 年 2 月に事故発生防止事例検討研修を髙橋施設長に講師を依頼し実施した。 

② 事故発生件数の集計及び確認 

・毎月起きた事故発生及びヒヤリハットの報告書を番街ごとに集計。事故内容や件数の確認を

行った。 

③ 事故報告書の職員への情報共有 

・事故報告書提出され佐藤係長迄回覧が回った際にコピーしていただき、番街ごとに各委員が

回覧用の下駄版シートを添付し、各職員が確認した際に押印していただき、確認できていな

い職員には委員より確認していただくように声掛け促しを行った。 

④ グラフ等の作成 

・状態別事故傾向チェックシートを作成し毎月各委員に記入してもらい、番街ごとと全番街で

のグラフ作成をしていく予定でしたがフォーマットの作成は出来ましたが委員の人数が減っ

た等で毎月の報告が確実にできず、グラフが完成できない月もあった。 

＜次年度に向けて＞ 

・円滑に委員会が開催できるようし、確実に委員会を開催し、欠席者には会議の内容等が確実に

報告できるようなシステム作りを行っていく。 

・事故報告書の職員への状況共有の周知徹底に努める。 

・研修委員会と連携を行い、今年度同様研修を行いリスクマネジメントに努める。 

・グラフ作成を確実に行い職員へ報告が出来るように努める。 
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事業報告書 
委員会名称 感染症食中毒予防対策委員 

報告書作成日 2020 年 4 月 10 日 委員長 山﨑 なみき 

構成委員 

スーパーバイザー 

菅井 CW 笹氣キッチンエイド 山崎クリーンエイド 木村管理栄養士 

高橋事務長 

報告期間 2019 年 4 月 1 日 ～ 2020 年 3 月 31 日 12 ヶ月間 

＜目的及び課題＞ 

施設内感染症（インフルエンザ・ノロウィルス等）予防 

職員への感染症知識及び感染予防方法の周知 

＜活動日＞ 

第 2 水曜日/月 16：30～ 

＜実施内容及び結果＞ 

① 感染症に関する研修の実施（2回/年） 

 感染症における研修を、高橋事務長講師にて実施。1回目を 5月 28日・6月 5日の 2日間。 

尿路感染症、真菌、食中毒などに関して講義を行った。2 回目を 10 月 28 日・11 月 8 日の 2 日

間。季節感染症である、インフルエンザ・ノロウィルスの講義及び手洗い、標準予防策及び嘔

吐処理に関する実技を行った。 

 職員の参加しやすいようにどちらの研修も 2 回ずつ行ったそのためかどちらの研修も多く参加

して頂いた。 

 しかし、2回目の研修参加できなかった職員については、体験することを目的とし日程調整を行

い看護師中心のもと、標準予防策、嘔吐処理の実習を行った。実施した職員は、介護士のみな

らず事務職員、エイド職員へも実施し体験をしていただいた。 

 ほか、コロナウィルスに関する正しい知識と予防方法につき、日にちと時間を変えて計 3 回実

施した。いま最大の関心事であるためかお知らせ期間が短かったが、たくさんの職員の参加が

みられた。 

外部研修として町内会の方々に同一内容の研修を企画したが、新型コロナウィルス感染の拡大

により中止となった。 

 

② 感染症によるユニット閉鎖時のまとめ 

 幸いにも、インフルエンザなどの感染症発生には至っていないが、同ユニット内に発熱者が続

くことがみられることがあり早急にユニット閉鎖を行うことがあった。 

しかし、手順やマニュアルがなかったため委員会内で話し合い手順を確認。今後、同様な状況

がみられた際にはすぐに確認できるよう整備を行う。 
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③ 感染症マニュアルの作成 

 施設内には、当初よりリソースブックにてマニュアルはあったが、介護職、看護職だけなくエ

イド職員も確認することから高橋事務長中心にわかりやすい言葉で説明解説したマニュアルを

目指し作成。今後、委員会内にて読み込みを行い更なる改良及び手に取ってもらえるマニュア

ル作成を目指したい。 

 

④ 季節感染症の感染予防 

 冬季に入るとインフルエンザやノロウィルスなどの感染に対し注意が必要となってくる。 

 入居者への予防接種をたま日吉台病院 飛田医師に、施設職員への予防接種を東山田ヒルズ 

クリニック 曽田医師の協力により予防接種を実施した。 

 また、発生時に対応できるよう検査キット、内服薬の用意を行った。 

ノロウィルスに関しては、嘔吐処理キットの設置場所の統一。体験実習時に場所の確認を一緒

に行った。 

 

＜次年度に向けて＞ 

 

幸いにも、インフルエンザやノロウィルスの発生なく今年度を終了できたが、新たな感染症とし

て、新型コロナウィルスが巷で猛威を振るっている。職員の感染防止、体調管理を行いながら、 

施設内に持ち込まないよう更なる注意喚起を行っていきたい 

① 感染症研修内容の充実を図る 

② 感染症マニュアルの内容の検討、職員への周知 

③ 季節感染症及び新型感染症に関する情報提供、感染予防の徹底 

等に力を入れていきたいと思う。 

最後に、研修開催時、高橋事務長、研修委員会他たくさんの協力で行なえたことに感謝を伝えた

い。 

 以上 
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事業報告書 
委員会名称 褥瘡発生予防対策委員 

報告書作成日 2020 年 4 月 3 日 委員長 石間 雄人 

構成委員 

スーパーバイザー 

山﨑看護副主任、大金副主任、大矢 NS、西山 CW、石間 

高橋統括施設長、山﨑係長 

報告期間 2019 年 4 月 1 日 ～ 2020 年 3 月 31 日 12 ヶ月間 

＜目的及び課題＞ 

褥瘡発生の予防または発生時において適切なケアサービスを提供するために多職種で委員を構成

し、現状の問題点や改善点などを検討、協議することにより、早期発見、早期治療に努めること

を目的とする。今年度は 3 か月毎（3 月、6 月、9 月、12 月）に行われるブレーデンスケールでの

評価を基に①研修の実施、②治療計画書の取り組み、③栄養面から考えることについての検討、

協議が課題であった。 

 

＜活動日＞ 

毎月第三月曜日 16 時 30 分～ 

 

＜実施内容と結果＞ 

①研修の実施 

前期には 7 月 12 日と 24 日にスキルアップ研修（高橋施設長講師）の一環で廃用性症候群の一部

である褥瘡についての基礎知識を学び、後期には 10 月 10 日にモルテンさん講師の下、褥瘡発生

のメカニズムや予防策である体圧分散について学ぶための研修を実施。前期では「褥瘡とは何

か？」という事を全職員に周知させることを目的に研修を行い、後期ではメカニズムや体圧分散

について知ることにより褥瘡発生のリスクや褥瘡にならないための良肢位でのポジショニングの

必要性を学ぶ研修を開催した。二回の研修では介護職員のほか看護師や事務係、エイド職員など

多数の方が参加され、褥瘡について興味を持ってもらえたのではないかと感じ、今後定期的に研

修を行っていきたいと考える。 

 

②治療計画書の取り組み 

3 か月ごとに行われているブレーデンスケールの評価では点数（数字）で褥瘡の予防または治療が

必要か否かを判断しているが、14 点以下のご利用者様に対して介護面、看護面、栄養面からどう

すればよいのかを具体的に考え、実践するために今年度の委員会ではブレーデンスケールと並行

して治療計画作成の準備を行ってきた。今年度では実践までには至らなかったがフォーマットの

作成、ブレーデンスケールの評価から治療計画書の作成、実施までの大筋の流れは話し合うこと

が出来た。来期では職員への周知、実施を目指し統一したケアをすることにより褥瘡の予防、早

期治癒ができる環境作りを行っていきたいと考える。 

 



36 

 

 

③栄養面から考える 

褥瘡形成の大きな要因になっている低栄養について、栄養の偏りや服用の薬剤により亜鉛欠乏症

を来すご利用者、食事を摂れずまた摂っていても MBI 値や ALB 値の低いご利用者には亜鉛やコ

ラーゲンペプチドの摂取が有効な為、特に亜鉛は褥瘡を始めとする皮膚トラブルに効果があるこ

とから効率よく摂取するためにはどうしたらよいのかを協議した。一日当たりの有効的な摂取量

や補助食品の亜鉛含有量を踏まえたうえで、食事時では汁物などに亜鉛パウダーを入れる、おや

つ時には亜鉛が強化されたおやつや飲み物を定期的に提供してはどうかと協議したが、実施まで

には至っていないため、来期では実現に向けての取り組みを行っていきたい。 

 

＜次年度に向けて＞ 

・ブレーデンスケール、治療計画書の作成を期日内までにスムーズに行えるような仕組み作り、

また作成に当たり記入ポイントや注意点などを洗い出し、連絡ファイルや会議で通知するなど行

い職員へアプローチしていきたい。 

・スネーククッションの活用に伴い、適切な使用方法については一度研修を行えたらと思う。ま

た汚染時の取り扱いについてはマニュアル化して職員への周知を図り統一することにより不手際

による時間のロスや機会ロスを減らしていきたい。 

・今年度の委員会は施設行事や職員のスケジュールの都合により未実施のことが多かった。その

ため進展がなくあらゆることが先送りになってしまったことが反省点として挙げられる。来年度

では短い時間、少ない人数でも曜日を変更するなどの対応で可能な限り実施という形に繋げてい

きたい。 

 

 

                                        以上。 
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事業報告書 
委員会名称 苦情対応委員会 

報告書作成日 2020 年 4 月 5 日 委員長 佐藤 直明 

構成委員 

スーパーバイザー 

佐藤直、外池、館前、平山、田代、鈴木秀 

高橋統括施設長 

報告期間 2019 年 4 月 1 日 ～ 2020 年 3 月 31 日 12 ヶ月間 

＜目的及び課題＞ 

委員会の目的 

・利用者や家族、地域住民からの苦情や要望などの速やかな対応に努める 

 課題 

 ・利用者及び家族からの意見や苦情を施設全体で共有し改善する。 

 ・普段の関りや会話の中に潜在する意見や苦情を掴み取る。 

 ・意見や苦情を施設全体で共有できる仕組みを構築する。 

 ・利用者や家族が意見や苦情を表明しやすい環境を整える。 

 

＜活動日＞ 

 奇数月の第四水曜日 16：30～ 

 

＜実施内容及び結果＞ 

 委員会実施状況 全 4 回 

  5 月 22 日・7 月 24 日・9 月 25 日・11 月 27 日 

 ・委員会がキャッチした意見や苦情については、苦情受付担当者を通し苦情解決責任者へ報告、

必要な処置、対応を行った。また、意見や苦情の内容に応じて該当する部署の担当者（責任

者）へ申し入れ、改善が図られるように努めた。 

 

 意見及び苦情の内容と対応 

 ・随時各番街にある意見箱等確認をしているが、意見箱からのご意見はなかった。 

 ・ご利用者の皆様との懇談会・ご家族の皆様との懇談会での意見内容について委員会内での 

  報告、協議を行った。 

   

  🔶ご利用者の皆様との懇談会より 

① 職員の名前を覚えたい。職員の名札が見えにくい位置に付いているので、見える位置 

に付けて欲しい 

→（回答）職員が介助等に入る時に、名前を名乗るように指導すると共に、名札が見える 

  位置に付けるように指導する。（各部署リーダーを通して周知。） 
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② 味噌汁がぬるい時がある。 

→（回答）基本的に温かい物は温かく、冷たい物は冷たく適温適度にて提供させてい 

  ただく様に指導する。（介護係長・エイド統括へ改善する様に指導。） 

③ 手足が動させる様な体操をして欲しい。 

→（回答）特養ホームは生活の場となるので、生活の中で身体を動かすように依頼を 

  している。常盤台でのラジオ体操について説明し、ポイントカード制を導入し 

  ている。百合ヶ丘でも導入を行う事伝え開始している。 

④ 月初めに掲示している予定表にイベント等記載されているが、延期になる事も 

あり、変更や中止になる時は掲示してもらいたい。 

→（回答）延期や変更・中止になる時はお知らせを掲示させて頂く事となる。 

 

   🔶ご家族の皆様との懇談会より 

   

① 面会時、外気浴を行う為に屋上へ行く事があるが、椅子などがないので、ゆっく

りと座って…という事ができない。椅子など設置をしてもらえるとありがたい。 

→（回答）風等の関係で据え置きの椅子などの設置は難しいが、折り畳み式の椅子 

  の設置は行えるので、検討を行う。（折り畳み椅子、持ち運びできるガーデン 

  テーブルを設置し、ポスターにて周知を行った。） 

② 夏季に行った衣類の販売会について冬物の販売も行って欲しい。 

→（回答）企画を行う事回答する。（12 月 14 日に開催している。） 

 

＜次年度に向けて＞ 

 ・委員会についても後半は開催が行えていない事もあった為、確実な開催と意見交換を行って 

  いく。 

・今年度は意見箱の意見が全く投函されていない事あり。この為次年度は意見箱の活用や 

 皆様への周知をどのようにしていくか検討を行う。 

 ・意見等頂いた事について継続して行えているか等も含め、確認をどのようにしていくかも検

討していかなくてはならない。 

 ・法人の第三者委員会について利用者及び家族にあらためて説明するとともに、第三者委員会

開催の際は当委員会からも代表者が出席することとしたい。 

 ・意見や苦情の内容によっては、当該委員会だけでは解決できないことも多いため、他の委員

会との協働、各部署リーダーへの報告手順など、解決に向けた道筋を構築したい。 

以上 
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事業報告書 
委員会名称 広報委員会 

報告書作成日 2020 年 4 月 10 日 委員長 外池 永尚 

構成委員 

スーパーバイザー 

鈴木貴之、石附彩、山中辰、廣野園子、諏江信雄、大城栄津子、外池永尚 

高橋統括施設長 

報告期間 2019 年 4 月 1 日 ～ 2020 年 3 月 31 日 12 ヶ月間 

＜目的及び課題＞ 

 目的 

 ・広報活動を通して、利用者や家族、地域の方々に施設の取り組みを PR するとともに、 

  情報発信のツールとして活用する。 

 課題 

 ・施設としての広報活動方法（情報の開示方法）を確立する。 

 ・ホームページ（スタッフブログ）の有効活用と更新。 

 ・広報誌（百合ヶ丘便り）の発行 

 

＜活動日＞ 

 毎月第三木曜日 15：30～ 

 

＜実施内容及び結果＞ 

 ・ホームページ及びスタッフブログ、百合ヶ丘便りの更新と発行は、目標としていた定期更新

（発行）には至らず、年間で数回の更新（発行）に止まった。 

 

＜次年度に向けて＞ 

 ・ブログ、百合ヶ丘便り共に計画的な更新や発行をする。そのための仕組みを構築する。 

 ・施設の広報活動の目的、狙いを理解し、年間計画を立案して取り組んでいく。 

 ・百合ヶ丘便りの紙ベースでの発行やご家族への配布を検討し実施する。 

 ・ブログと百合ヶ丘便りの取り扱いを分ける。 

 ・委員や職員を巻き込んで取り組んでいく。 

以上 
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次年度へ続く・・・ 
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事業報告書 
委員会名称 行事委員会 

報告書作成日 2020 年 4 月 9 日 委員長 大西 

構成委員 

スーパーバイザー 

大西 CW、大城 CW、中里 CW、林栄養士、外池、山中 

高橋施設長 

報告期間 2019 年 4 月 1 日 ～ 2020 年 3 月 31 日 12 ヶ月間 

＜目的及び課題＞ 

利用者様のあらゆるニーズに応えるべく、四季にあった行事を開催し、季節を感じながら日常生

活を送って頂くとともに、地域社会や他者とのコミュニケーションの場を設け、活動活性化・QOL

の向上を目指した取り組みとして、行事の企画・開催をする。 

 

＜活動日＞ 

毎月第二月曜日 

 

＜実施内容及び結果＞ 

●お花見 4 月 1 日、4 月 4 日  

 4 月 1 日 午前に西長沢第三公園にて、桜を見て頂き春を感じて頂いた。施設に戻りお汁粉

を頂いた。午後雨天の為中止し、4 月 4 日 午後に百合ヶ丘第二公園にて、お汁粉を頂き、

桜を見ながら春の季節を感じて頂いた。 

 

●シャンソンコンサート 5 月 2 日 

  ご利用者様のご家族の関係でシャンソン歌手 2 名にてシャンソンコンサートを行いました。   

 

●キッズフェスタ 5 月 5 日 

  こどもの日に、ちなんで地域の子供たちが集い、楽しめるキッズフェスタを開催した。多く

の地域住民の方が参加され地域密着型のイベントで、利用者様もコミュニケーションをとれ

る場となり一緒に楽しんで頂いた。 

 

●アスカーズコンサート 5 月 11 日 

 事務長のつながりのアスカーズバンドにてコンサートを行いました。 

 

●七夕コンサート 7 月 10 日 

 各番外、利用者様と一緒に笹を飾り、願い事を書いて頂いた。 

たんぽぽの会とフレンドハーモニーの皆様によるコンサートをマルシェにて行った。 
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●サムシングコンサート 8 月 3 日 

 サムシングの皆様にようコンサートを行いました。 

 

●サマーフェスタ 8 月 17 日 

全職員が一丸となって夏のお祭りを開催した。利用者様、ご家族、多くの地域住民の方が参加

され、楽しい時間を共有した。またボランティアの方のご協力もありフラダンスショーや花火

も子供たちと一緒に行った。 

 

●敬老祝賀の集い 9 月 13 日 9 月 16 日 

 9 月 13 日 会食の部では、寿司バイキングを行った。 

 9 月 16 日 式典の部では、ご長寿のお祝い、理事長、川崎市長からの祝辞やご利用者へプレゼ

ント(衣類等収納ボックス)贈呈。 

      お楽しみの部では、高橋施設長、脚本演出の育明会一座による歌で綴る思い出の昭   

      和を行った。 

 

●秋の大運動会 10 月 18 日 

季節を感じていただきリハビリを兼ねた運動とゲームで楽しんでいただいた。番街対抗で行い、

車椅子上でも行える競技を考案し、職員も応援協議で利用者様と一丸となり楽しんで行った。 

 

●よいどころ、クリスマスコンサート、イルミネーション点灯式 12日 4日 

 よいどころ開催に合わせて、サムシングの皆様によるクリスマスコンサート、イルミネーショ

ンの点灯式を行った。 

 

●お餅つき 12月 8日 

地域主催のお餅つきをエントランスにて開始し、利用者様、職員も一緒に参加させていただい

た。お餅つきを行い、マルシェにてお餅を味わって頂いた。 

 

●クリスマスバイキング 12月 20日 

 バイキング形式の食事を用意し、季節を感じながら食事を楽しんでいただいた。職員は利用者

様にクリスマスメッセージカードを作成しお渡しした。また、利用者様と一緒にクリスマスツ

リーや各フロアに飾り付けを行った。 

 

●たんぽぽの会＆フレンドハーモニーコンサート 12月 21日 

 たんぽぽの会とフレンドハーモニーの皆様によるコンサートをマルシェにて行った。 

 

●ジブリの森コンサート 12月 28日 

 鈴木ピアノ教室の皆様によるコンサートを行った。 
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●元旦祝膳 1月 1日 

 新年を迎え、お屠蘇で乾杯をし、会食を頂いた。また、各ユニット、共有スペースに正月飾

りを行い、新年を迎えた。 

 

●新年祝賀の集い 1月 5日 

新年祝賀の集いでは年の初めを祝い、千寿美会による舞踊、秀美会による民謡ショー、大森は

やし会による獅子舞いの演目で利用者様と一緒に楽しみ、一年の無病息災を願った。 

 

●節分豆まき 2 月 3 日 

利用者様と職員で豆まきを行い、邪気を払って一年の無病息災を願った。鬼役の職員は各番街

をまわり、年男年女の職員と利用者様を中心に豆まきを行った。利用者様で年男年女のご家族

も参加して頂いた。 

 

●ひなまつりコンサート 3 月 4 日 

 各番街の共有スペースにひな人形を飾った。 

ひなまつりコンサートでは、たんぽぽの会とフレンドハーモニーの皆様によるコンサートを楽

しんで頂いた。 

 

 

＜次年度に向けて＞ 

・新型コロナウィルスの感染拡大の影響により、前期は昨年同様の行事の開催は難しい為、代替

え   

 の行事等の開催を企画していく。 

・昨年度の反省を活かして、利用者様がより良く楽しめ、又運営もスムーズに行えるようにする。 

・昨年同様、地域性を活用し、地域密着型の施設運営を行っていく。 

 

以上 
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事業報告書 
委員会名称 研修委員会 

報告書作成日 2020 年 4 月 11 日 委員長 西山 奈智子 

構成委員 

スーパーバイザー 

鈴木貴之主任・米田昭子・石川良子・大橋紀穂・ 

佐藤係長 

報告期間 2019 年 4 月 1 日 ～ 2020 年 3 月 31 日 12 ヶ月間 

＜目的及び課題＞ 

研修の企画、運営、施設内研修実施報告書作成、研修後の報告書回収・管理、ポイント管理 

＜活動日＞ 

毎月第三水曜日 16 時 30 分～ 

＜実施内容及び結果＞ 

 運営基準に基づいた研修、職員の技能・知識向上を目的とした研修の企画・運営を行った。 

 年間で実施した研修については下欄参照。 

 

 2019 年度 研修実施一覧 

 

 



52 

 

 

 

                    合計受講者人数：8593 名  合計時間：1440 分 

 

 ＜2019 年度ポイントゲッター＞ 

 ポイントカードを作成し、研修実施時にスタンプで押印し、研修参加回数の多い職員上位 

 3 位は以下の通りとなる。2020 年 3 月末にポイントゲッターとして表彰を行い、豪華粗品 

 の謹呈を行った。 

順位 獲得ポイント 氏  名 

1位 ３４ポイント 西山 奈智子 ・ 髙柳 みゆき 

2位 ３２ポイント 米田 昭子  ・ 大金 美保   ・ 中里 蘭 

3位 ３０ポイント 谷平 佳津江 
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＜2019 年度総括＞ 

 昨年度と比べ多くの研修を開催する事ができた。また各管理職の皆様や委員会職員の周知に 

 より多くの職員への参加して頂く事ができた。しかし今年度は委員会議開催を確実に行えて 

 おらず、研修開催のリリースが遅くなってしまう事もあった。また今年度からは他委員会と 

 のコラボレーション研修の開催も実施し、協力体制を組む事ができた。 

 

＜次年度に向けて＞ 

 委員会の開催を確実に行っていくと共に、各委員会職員の役割についても検討し、全委員で 

委員会を軸としての研修開催・実施について取り組んでいく必要がある。 

また次年度は、介護福祉士の受験へ向け「介護福祉士受験対策講座」を進めていかなくてはな

らない為、一層研修を充実させ職員のスキルアップを目的とし飛躍する一年にしていかなくて

は 

いけない。この為に委員会にて年間研修スケジュール構築を行い、早めに研修開催をリリース

し 1 人でも参加して頂けるように対応をしていく。 

以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



54 

 

事業報告書 
委員会名称 栄養食事検討委員会 

報告書作成日 2020 年 4 月 3 日 委員長 山﨑 なみき 

構成委員 

スーパーバイザー 

山﨑介護係長、中里蘭、木村彩那、菅井 

高橋施設長 

報告期間 2019 年 4 月 1 日 ～ 2020 年 3 月 31 日 12 ヶ月間 

＜目的及び課題＞ 

 食事を通してご利用者に喜ばれる食事の提供、四季折々の季節に沿った食事を提供 

 日々の食事時提供や質の向上を目的とした 

 

＜活動日＞ 

 毎月 第一水曜日 16：30～ 

 

＜実施内容及び結果＞ 

 ① 主食（おかゆ）提供食器の大きさについて  

おかゆの提供量を検討し全体の提供量を減らした為、今まで使用していた食器では 

   適正量にもかかわらず少なく見えてしまうという指摘があり。 

   食器の検討を行い、様々なお茶碗を委員会職員にて購入、検討を行った。 

   しかし、職員の入れ替わり、体調不良者の長期休職などから思うように検討できず早期か

ら検討していたにもかかわらず購入、使用までに半年以上かかってしまった。現在は、適

切な食器を使用し、また、食器柄を様々なものとしたため目で楽しむというメリットが生

まれた。 

 

 ② 水分ゼリーについて 

  お茶ゼリーにはイオンゼリーと紅茶で作成したお茶ゼリーの 2 種類があるが、イオンゼリー

にはいくつかの種類があるにも関わらず何のゼリーを提供しているのかからない、お茶ゼリー

に関しては利用者より「味も何も感じない」というご意見が聞かれた。 

  お茶ゼリーに関しては、茶葉の摘出時間や砂糖の割合を検討し試食を行ったがどの状態が良

いか迄は決めることが出来なかった。現在は、手作りのゼリーであるが市販のほうじ茶ゼリー

や紅茶ゼリーなどの試作、試食、検討を行う必要がある。 

  イオンゼリーに関しては、厨房でいくつかのゼリーを順番に作成していることから、献立に

記載し何のゼリーであるのかわかるようにした。その結果、食事介助の際に声掛け促しができ

るようになった。 
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 ③ 非常時の食事提供について 

  通常提供を行っているが、外出や体調不良などから提供食が召し上がれない可能性がある。 

特に、腹部症状などの体調不良から急な食事形態変更も考えられる。レトルトのおかゆやご飯

をストックし提供できるよう整備をしていく。しかし、職員への周知、ストック場所などの決

定ができておらず次年度の検討材料となってしまった。 

 

＜次年度に向けて＞ 

 委員会としての初年度であったことや職員の入れ替わりや休職などから、様々な検討材料があ

るにもかかわらず早急に検討実施することが出来なかった。今年度、積み残した検討材料を次

年度は早期に検討、実施を行い、今後は食事内容や行事など季節に応じた食事内容の検討を、

他委員会（行事委員会など）と協力し食事としてのみならず楽しんで食事を召し上がって頂け

るようにしていきたい。 

 ① お茶ゼリーの適切な作成方法の確立 

 ② 利用者の体調不良などに使用できるようレトルト食品の保管法の決定、周知 

 ③ 各季節に応じた食事に対し、献立・料理の提案 

 ④ 入居者の嚥下機能にあった食事形態、とろみの付け方などの検討 

以上 
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事業報告書 
委員会名称 入浴ケア検討委員会 

報告書作成日 2020 年 4 月 9 日 委員長 米田 昭子 

構成委員 

スーパーバイザー 

信田 高山 西山 佐々木 大城ＮＳ 米田 

高橋統括施設長 佐藤係長 

報告期間 2019 年 4 月 1 日 ～ 2020 年 3 月 31 日 12 ヶ月間 

＜目的及び課題＞ 

 入浴に関するケア及び質の向上を図る為の取り組みを行う。 

 

＜活動日＞ 

 毎月第２金曜日 １６：３０～ 

 

＜実施内容及び結果＞ 

①変わり湯「名湯めぐり」の実施 

 ‘2019 年 6 月から 2020 年 3 月迄毎月一回温泉の入浴剤を使い全国の名湯を楽しむ「名湯 

めぐり」を実施した。 

お湯の種類は箱根、別府、道後、有馬、白浜、奥飛騨、草津、湯沢、吉野温泉を行い 12 月は 

本物の柚子をお湯に浮かべ、柚子の湯を実施する。 

ポスターを各番街やエレベーターに貼り、入居者様や御家族、職員にも周知した。 

イーゼルには巨大ポスターを貼り、入浴時間に浴室入口に飾って温泉の雰囲気を盛り上げた。 

脱衣所では温泉地に合った曲を流し、耳からも温泉の雰囲気を楽しむ工夫をした。 

年度末には職員に名湯めぐりや入浴全般に関するアンケートを行った。名湯めぐりは初めての

企画であったが入居者様には好評だったと見受けられた。その他職員から入浴に関する意見が

多数あり今後の課題となった。 

 

②暖簾の洗濯  

 暖簾を衛生的に保つため洗濯エイドに依頼して定期的に洗濯する事にした。 

 一度も洗濯したことがなかったので清潔になり良かったと思う。 

 

③入浴に関する物品の在庫管理や不足物品の購入 

 昨年度の購入品は浴着、サンダル、温度計、新入居の方のお風呂バッグ、イーゼル、温泉入浴

剤 

 サンダルを収納するラックはまだ買っていないが是非購入したい。 
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④浴室の環境整備 

 昨年度の最初の頃Ｆ浴に入居者様の洗った靴等が干してあり問題になったが、現在は置かれて   

 いない様子。しかし引き続き置かない様注意が必要。 

 

⑤入浴表の見直し 

 オープンして３年近く経ち入居者様の人数が増え、曜日によって入浴人数に偏りがあった。 

ADL も変化している為見直しを行なった。現在は適正な入浴表になったと見受けられる。 

 

 

＜次年度に向けて＞ 

改善点が多く次年度以降に課題を残したまま一年間が終わったと感じる。 

 昨年度は委員会のメンバーが集まる事が難しく表面的な問題しか解決出来なかったと思う。 

 今年も入浴の楽しみを提供しながら、それと同時に入浴ケアについて検討し、ケアの標準化や    

 質の向上を図りたい。 

 

以上 
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事業報告書 
委員会名称 排泄ケア検討委員会 

報告書作成日 2020 年 3 月 31 日（火） 委員長 山﨑 諭憲 

構成委員 

スーパーバイザー 

石間副主任、山﨑看護副主任、先崎、石附 

高橋統括施設長、山﨑 

報告期間 2019 年 4 月 1 日 ～ 2020 年 3 月 31 日 12 ヶ月間 

＜目的及び課題＞ 

 ご利用者の自立支援を促進すべく、社会性や生活の潤いを高め、よりよい QOL を提供する為 

排泄に関するあらゆるケアの方法、環境、ニーズに関して、意見を徴収し委員会にて協議、 

 発信する。 

 

 

＜活動日＞ 

 毎月第四金曜日 16 時 30 分～ 

 

＜実施内容及び結果＞ 

① 新規入居者をお迎えする上でフロアの排泄環境の整備から取り組み。2019 年 8 月から 9 月 

   にかけ四番街 1 丁目の排泄環境を整備、足りない物品を補充した。 

 

② 同時に紙おむつの構造、適切な介助方法とは、とは何かに着目し紙おむつに関する正しい 

   知識を職員に周知する為、東基さんに講師を依頼し研修を開催した。 

 

③ 排泄介助時にはオムツやオムツを破棄する為のビニール袋を排泄バッグと呼ばれるバッグ 

にストックし使用するが、排泄バッグを乱雑に扱うことが多く、中身がゴチャゴチャする 

という意見が職員から挙がり、衛生面も考慮し排泄バッグの中に仕切りを設ける等、手作り 

の排泄バッグ作成に取り掛かった。姉妹施設のレジデンシャル常盤台にて先立って使用し 

ていた排泄バッグをお試しにて使用開始、同時に常盤台にて排泄バッグを作成しているリ 

ネンエイド職員へ排泄バッグの見本を作成して頂くよう依頼し、2019 年 12 月より百合丘 

にて使用開始している。 

 

④ 2 番街多床室における排泄環境面において、排泄介助を実施したか否かの簡易チェックが 

出来ないか、と職員から挙がり、簡易チェックをする為のマグネット式のボードをオムツ 

を破棄するクリーンルームに設置。排泄介助を終えた足でボードのマグネットをずらすこ 

とで排泄介助が終了しているサインとして周知し、2019 年 10 月より使用開始している。 
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⑤ バルーン留置しているご利用者の増加に伴い、バルーンを隠すカバーの作成を洗濯エイド 

職員へ依頼し作成、使用開始している。（2019 年 12 月） 

 

⑥ 2020 年 2 月より布タイプの清拭タオルから紙タイプの清拭へ変更するにあたり、㈱東基 

さん、リブドゥコーポレーションへ紙タイプの清拭の使用方法、清潔ケアに関する研修 

を依頼し、2020 年 1 月 21 日、22 日に開催した。 

 

＜次年度に向けて＞ 

 本年度よりゼロからスタートした当委員会ではあるが、姉妹法人において排泄ケア検討委員会 

 の活動を目の当たりにし当施設に異動した職員を据え、一年間活動してきた。シフトサイクル 

 で勤務を行う関係上、委員会自体が開催出来ないこともあり、計画、実施、評価をする期間が 

 長くなってしまった為、次年度は速やかに行動し、職員間で情報共有していきたい。 

また、排泄介助に関する実演研修、プライバシーに関する研修等も実施し、職員のケアスキル 

の標準化にも尽力を尽くしていきたい。 
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事業報告書 
クラブ名称 民謡クラブ 

報告書作成日 2020 年 4 月 10 日 主担当 山中 辰 

担当職員 外池永尚、山中辰、大金美保、西山奈智子 

報告期間 2019 年 4 月 1 日 ～ 2020 年 3 月 31 日 12 ヶ月間 

＜講師＞ 

秀美会会主 大塚千代美先生 

尺八奏者  飯田俊孝様 

三味線   高浪真紀子様 

＜ボランティア＞ 

 渡辺様、栗谷川様、安田様 誘導及び見守り補助のボランティア 

＜定例活動日＞ 

毎月第 2 木曜日・第 4 月曜日  14：00～15：00 

 

＜活動実績（日時：参加人数：内容等）＞ 

民謡クラブ開催日には、早くから開催場所で待機しているご利用者がいるほど、大塚先生が来

るのを楽しみにされており、先生のご指導の下、尺八、三味線、太鼓の生伴奏で各地の民謡を

歌っている。民謡クラブは、心身の状態にとらわれずに、どなたでも参加ができるクラブ活動

であり、毎回多くのご利用者が参加されている。 

（開始からの流れ） 

13:45～誘導開始 14:00～ 民謡クラブ開始 15:00～ 終了・誘導・反省会 

 

2019 年度の活動実績は以下のとおり。 

実施月 実施回数 参加人数 実施月 実施回数 参加人数 

4 月 2 回 77 名 10 月 2 回 70 名 

5 月 2 回 62 名 11 月 2 回 71 名 

6 月 2 回 74 名 12 月 2 回 68 名 

7 月 2 回 76 名 1 月 1 回 33 名 

8 月 1 回 38 名 2 月 2 回 61 名 

9 月 2 回 76 名 3 月 2 回 52 名 

  計 22 回、759 名が参加した。  

 

＜次年度に向けて＞ 

・新曲も取り入れながら、みなさまに楽しんでいただけるクラブ活動を継続したい。 

以上 
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事業報告書 
クラブ名称 ミュージックピアッツァ 

報告書作成日 2020 年 4 月 14 日 主担当 山中 辰 

担当職員 山中辰、廣野園子、大橋紀穂、外池永尚 

報告期間 2019 年 4 月 1 日 ～ 2020 年 3 月 31 日 12 ヶ月間 

 

＜定例活動日＞ 

毎月第 2 火曜日・第 4 火曜日 13：45～14：30 

 

＜講師＞ 

玉本博恵先生（リリムジカ所属） 

 

＜活動実績（日時：参加人数：内容等）＞ 

ミュージックピアッツァは、講師に音楽療法士の玉本先生をお招きし、毎月 2 回の音楽療法 

“ミュージックピアッツァ”を行っている。 

歌の選曲は、季節、流行、ご利用者からのリクエストなどを取り入れ、導入、体を動かす楽曲、

楽器を使う楽曲、終わりの曲といったプログラムと、プログラムに基づいた、歌手の顔写真やレ

コードのジャケット写真など、歌に関係する写真や絵も先生がご用意下さっている。開催中はそ

れらを大型スクリーンに投影し、歌を回想できるようにしている。 

開催する日は、開始前から待機しているご利用者もおり、皆様とても楽しみにされている。 

また、川崎市音楽療法推進事業にも取り組んでおり、1 年を通して数名のご利用者を対象に取組の

評価を記録し、年度末に報告書を作成して川崎市に提出する予定。 

 

（開始からの流れ） 

 

13:30 頃 誘導開始 13:45 ミュージックピアッツァ開始 14:30 終了・振り返りと評価 

 

＜次年度に向けて＞ 

年度途中で新規入所されたご利用者もいるため、評価対象とするご利用者を再考し次年度も取り

組んでいきたい。 

先生とご相談し、簡単にできる運動や遊び心のある曲の選び方、次のリクエスト曲等、もっと取

り入れていければと思う。 
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 2019 年度の活動実績は以下のとおり。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    計 24 回開催、827 名参加 

以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

月 日付 参加人数 実施月 日付 参加人数 

4 月 9 日 

23 日 

32 名 

29 名 

10 月 8 日 

22 日 

34 名 

25 名 

5 月 14 日 

28 日 

35 名 

35 名 

11 月 12 日 

26 日 

34 名 

36 名 

6 月 11 日 

25 日 

39 名 

36 名 

12 月 10 日 

24 日 

35 名 

36 名 

7 月 9 日 

23 日 

42 名 

34 名 

1 月 14 日 

28 日 

36 名 

32 名 

8 月 13 日 

27 日 

38 名 

42 名 

2 月 11 日 

25 日 

33 名 

29 名 

9 月 10 日 

24 日 

40 名 

34 名 

3 月 10 日 

24 日 

39 名 

22 名 
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事業報告書 
クラブ名称 のど自慢大会 

報告書作成日 2020 年 4 月 11 日 主担当 山中 辰 

担当職員 山中辰、諏江信雄、外池永尚、大橋紀穂、浦山真理子 

報告期間 2019 年 4 月 1 日 ～ 2020 年 3 月 31 日 12 ヶ月間 

 

＜定例活動日＞ 

毎月第 1 水曜日・第 3 水曜日  14：00～15：00 

 

＜ボランティア協力＞ 

ご利用者の誘導及び見守りの補助 

渡辺様、栗谷川様、安田様 

 

＜活動実績（日時：参加人数：内容等）＞ 

のど自慢大会はカラオケ機器の得点モードを使用し、ご利用者同士で得点を競いあい、 

当回の優勝、準優勝を決め、トロフィーを授与している。トロフィーは居室に飾り保管し、 

次回で返還することとしている。 

今では、居室にトロフィーを飾ることが、大会のステータスになっている。 

年末には 1 年の締め括りとして“グランドチャンピオン大会”を開催し、優勝者には 

大きなトロフィーを授与、優勝者の称号としてペナントに名前を記入して飾っている。 

 

のど自慢大会開催の時期が近づくとご利用者があらかじめ何を歌うか決めている事もある。 

練習の唄声がフロアから聞こえる事もあり、のど自慢大会への参加を楽しみにしている 

ご利用者が多い。開催日の午前中、担当が各番街を訪ねて、大会にエントリーするご利用者 

を募り、歌う曲名を確認することで、会の進行がスムーズになるように工夫している。 

 

 今年度は、カフェマルシェの諏江マスターが関わり始めたことで、のど自慢大会に向けた 

 “練習”が盛んに行われている。ご利用者数名がカフェマルシェに集まり、次回の優勝を 

目指して勝負曲を猛特訓している姿も多く見られ、ご利用者の生活の刺激になっている。 

なお、誘導や見守りのボランティアとして、地域にお住いの渡辺様、栗谷川様、安田様が 

ご協力くださっており、大変助かっている。ご協力に感謝したい。 

 

（開始からの流れ） 

13:45 頃 誘導開始  14:00 のど自慢大会開催  14:55 結果発表＆トロフィー授与 
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＜次年度に向けて＞ 

エントリーするご利用者が固定されてきているので、新たにエントリーしてくださるご利用者

を増やしていきたい。そのためにも、自らの意思表示が少ない方でも、普段の関りの中からお

好きな歌や得意な歌を探るようにし、参加に繋げていきたい。 

また、採点の結果、得点が同点となり、得点だけでは順位が決定できないこともあるため、順

位の決定についてはご利用者にも明確にご説明できるようにしていく。 

エントリーするご利用者数も徐々に増え、1 時間の開催時間だけでは間に合わないことも想定さ

れるため、運営方法を考える必要がある。 

 

2019 年度の活動実績は以下のとおり。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

計 21 回開催、648 名参加 

以上 

実施月 日付 参加人数 優勝者 準優勝者 

4 月 17 日 33 名 大本様 大石様 

5 月 1 日 

15 日 

28 名 

31 名 

八木沼様 

山﨑様 

神部様 

大石様 

6 月 5 日 

20 日 

42 名 

27 名 

吉澤様 

植松様 

大石様 

渡邉しげ子様 

7 月 3 日 

24 日 

28 名 

30 名 

芝山様 

大石様 

吉澤様 

植松様 

8 月 14 日 

21 日 

28 名 

26 名 

大本様 

大本様 

渡邉しげ子様 

宮澤様 

9 月 4 日 

18 日 

31 名 

26 名 

大石様 

植松様 

吉澤様 

伊藤様 

10 月 3 日 

17 日 

32 名 

35 名 

植松様 

大石様 

神部様 

津田様 

11 月 6 日 

20 日 

36 名 

31 名 

伊藤様 

神部様 

吉澤様 

大石様 

12 月 

グラチャン 

11 日 

18 日 

30 名 

32 名 

伊藤様 

吉澤様 

大本様 

伊藤様大本様 

1 月 9 日 33 名 紅白歌合戦  

2 月 19 日 32 名 伊藤様 植松様 

3 月 11 日 

25 日 

36 名 

21 名 

伊藤様 

審査なし 

神部様 
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事業報告書 
クラブ名称 よいどころ 

報告書作成日 2020 年 4 月 10 日 主担当 外池 永尚 

担当職員 

 

スーパーバイザー 

諏江信雄、米田昭子、大西博之、相談支援係、事務係 

浦山真理子、劉幼君、廣瀬千鶴、米田和奏、外池永尚 

髙橋統括施設長 

報告期間 2019 年 4 月 1 日 ～ 2020 年 3 月 31 日 12 ヶ月間 

＜活動日＞ 

毎月 1 回程度 16：00～17：30 

＜活動実績（日時：参加人数：内容等）＞ 

・常盤台農園の旬の野菜を使いながら、美味しいおつまみとお酒、ジュースを提供し、後半はカ

ラオケをご利用者に楽しんで頂いている。 

・高橋統括施設長を中心に担当職員が調理を担当し、日常の食事では提供できないものや、ご利

用者からのリクエストにもお応えしながら、家庭的な料理を提供している。 

・ご利用者の食形態に合わせて食べやすいように臨機応変に対応し、食欲が低下した方には食を

そそるような料理を提供している。 

＊今年度の活動実績 

実施日 参加人数 メニュー等 

4 月 10 日 35 名 筍ご飯、若竹煮、キャベツときゅうりのお漬物 

5 月 22 日 28 名 カツオのたたき、アスパラガスの生ハム巻、スナップエンドウ 

6 月 12 日 33 名 スタミナ焼、蕪のポタージュ 

7 月 19 日 34 名 肉じゃが、キュウリの酢の物 

9 月 25 日 33 名 かぼちゃサラダ、焼鳥 

10 月 23 日 35 名 焼うどん、柿とブロッコリーのサラダ、切り干し大根のお浸し 

11 月 15 日 38 名 チキンナゲット、蕪のコーンクリーム煮 

12 月 4 日 30 名 お寿司、磯部揚げ、大根の煮物 

1 月 29 日 31 名 おでん、おつまみ三種 

2 月 26 日 30 名 大根と鶏肉の煮物、てまり寿司と金時豆とお新香の三種盛り 

3 月 18 日 34 名 ふろふき大根、ほうれん草とベーコンのソテー、そら豆、焼き魚 

計 11 回、延 361 名が参加された。 1 回来店者数：平均 32.8 名 

 

＜次年度に向けて＞ 

・月 1 回のよいどころを皆様とても楽しみにされているため、引き続き、安全に、美味しく、 

 楽しんでいただけるよう、担当者間で連携し、運営していきたい。         以上 

 


